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日本高専学会 2023 年度 第 2 回理事会 議事次第 
 

日 時  2023年 8月 29日（火） 15時 00分～  17 時 00分 
場 所  新居浜高専専攻科棟 

出席者：会長 山下哲（木更津高専） 
理事 宇野宏司（神戸高専）、粳間由幸（米子高専）、江原史朗(宇部高専)、北野健一(大阪公大

高専)、鈴木昌一(鈴鹿高専)、土井智晴（大阪公大高専）、舩島洋紀(近大高専)、吉本弥生(石川

高専) 
オンライン参加：出口智昭(有明高専)、松本高志（阿南高専） 

 

１．学会誌編集委員会 

 学会誌 28 巻第 4号の特集テーマ、掲載記事、スケジュールについて意見交換を行なった。 

 論文データベース EBSCOhost（エブスコホスト）への学会誌の収録について意見交換を行い、

論文特集号のみ掲載を行うことで検討を進めることとした。掲載が決まったらメーリングリス

ト等で学会員にアナウンスを行う。 

 

２．論文審査委員会 

 論文の投稿状況、審査状況について報告があった。投稿者より論文掲載が決まった旨の証明

書を発行して欲しいと要望があり、証明書を適宜発行して良いことを確認した。 

 

３．表彰選考委員会 

 年会講演会の活動奨励賞の表彰、学生優秀ポスター賞選考は北野理事が行うことを確認し

た。研究奨励賞について理事会で確認し、11月上旬に全国高専に発送する必要があることを確

認した。 

 

４．企画委員会 

 研究助成の募集を行なっていく。申請締め切りを 1月 8日とすることとした。昨年応募が少

なかったので、早目に全国の高専に案内する。 

 来年度に年会を開催する函館高専の視察を、鈴木、山下、松本の３人で行う予定で検討する。

年会期間中に、函館高専山田先生と打ち合わせを行う。 

 

５．財務委員会 

 出金状況、入退会報告、会員状況の確認を行った。担当理事の業務を減らすため、入退会報

告書に各会員種別の増減は記載しないことで了承した。ゆうちょダイレクトで送金を行うため、

トークン（1,650円）を購入することで了承した。 

 

６．年会実行委員会 

 年会実施に向け、役割分担の確認を行った。座長の業務内容、学会誌向けのセッション報告

の作成の確認を行った。 

 

７．広報委員会  

 バザールバザールのアナウンス機能で会員への情報提供が問題なく行われていることから、

メーリングリストは廃止することとした。来年度の総会で会員にアナウンスし、廃止する。 

 


